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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

 
 
 評価意見 

 本研究課題は、研究代表者らが提唱した細胞数減少に伴って細胞肥大がもたらされ

る補償作用という新しい概念を中心に、植物器官サイズの制御機構を分子遺伝学的に

明らかにしようとするものである。 
補償作用に関わる一連の突然変異株を単離しており、それら原因遺伝子の同定も進

んでいることなど、当初目標に向けて研究は順調に進展している。さらに、補償作用

が起こるには一定の条件があること、一見して逆方向の補償作用があること、補償作

用を細胞非自律的に制御する機構が存在することなどを明らかにしており、器官サイ

ズの制御機構に関して新しい研究分野を開拓しつつあると判断される。 
 

 

  


